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Goal: 暗黒物質の風を検出
低圧力 ( CF4 0.05 気圧)・大質量（1m3× N）

現状: 
CF4 0.1 気圧・30cm角

１. NEWAGE 実験概要
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反跳非対称の検出感度



2．研究費
共同研究予算：25万円(旅費)配分

22万円執行済 （残額は3月に出張予定）

3．2020年研究報告
高感度化（PTEP(2015) 043F01s以降）
低α μ-PICを用いたDM run

地下中性子の測定（w/早稲田グループ）
地下中性子の測定
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lowa µ-PIC
30x30 cm2

μPIC、マイクロTPC
“NEWAGE-0.3b”

0.1気圧 CF4
low α μ-PIC (2017-)

ガス検出器の特徴
原子核の飛跡検出（3次元）
ガンマ線バックグラウンド排除
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low-α μ-PIC (LA-μPIC)
30cm角μ-PIC
低BG素材を使用
充分なゲイン確認

30cm

30cm

published
NIM A 977(2020) 164285



Underground run with LA μ-PIC
2018年6月～ DM run
BG低下

→ 約 15倍の制限向上

submitted
arXiv 2101.09921



低閾値化へ

低圧力ガス試験 (76Torr→60Torr)
2020年9月-

7
石浦宏尚
物理学会2020年秋



低BGへ：ラドン除去用モリキュラーシューブ(MS)開発
with日大、シェフィールド大
重要な開発要素：MS自体の低BG化

submitted
arXiv:2011.06994

NU（日大製）

SA（既成品）

既製品：良く吸う（形状効果）が よく出す

比として改善

改良版を製作準備中



大型化へ

チェンバー準備 OK
TPC製作中 ⇒ FY2021地下にインストール予定
読出し部を 順次増加
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その他の publication
陰イオンガスＴＰＣ開発
JINST (2020) P07015
陰イオンガス用IC開発
JINST (2020) T09009
head/tail付飛跡情報を用いたＤＭ探索結果
PTEP(2020) ptaa147
ガス検出器によるミグダル効果検出検討
PTEP, ptaa162
CYGNUS feasibility study
2008.12587
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まとめ

高感度化へ

低α μ-PIC完成 地下測定順調

z方向のイベントカット原理実証
感度向上に向けた大型化準備中


